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第 40 回　日本漢方交流会　全国学術総会　東京大会
 

会場　東京　共立薬科大学↑

第４０回日本漢方交流会　全国学術総会　をふりかえって
                                                          日中医薬研究会　関東支部　　　笠井　良純

　
　日本漢方交流会全国学術総会が、東京の共立薬科大学
で１１月２４・２５日の両日にわたって開催された。幸
い好天にも恵まれ、全国の漢方研究会から多数の会員
の御参加を賜り盛会のうちに閉幕したことに感謝した
い。内容も実に多岐にわたり、また深く掘り下げた発表
が多くみられ、会員各位の熱意のほどを強く感じられる
ものが多く、参加された会員も発表演者の熱弁に引き込
まれ、最後まで耳を傾ける方が多かったことに主催者側
として実に充実感を感じた。特別講演では木村孟淳先生
が「漢方生薬の修治について」というタイトルで「生薬
の修治」という深山幽谷をわかりやすく詳述されたこと
が大変興味深く印象に残り、松田邦夫先生の「現代養生
考」では薬局店頭の接客でも実用性の高いお話を頂き、
大変役に立つ内容を会員各位が習得して持ち帰ったこと
であろうと思う。会員発表では、病症に対する漢方治療
や鍼灸治療の臨床例はもとより、漢方病理を解析・詳述
したもの、古典の解釈・解字などまで深く踏み込んだも
のもあり、特に古典の養生についての解釈と啓蒙につい
ての発表は、漢方処方や鍼灸治療のテクニックに陥りや
すい我々に一考を要するよい機会になったのではないか
と自戒の念に駆られた。一方現代医薬学的な考察による
発表についても、動物実験を使用したデータを解析した
ものや、生薬起源についてのあらゆる角度からの検証な

ど興味深い内容のものもあり、出席できなかった会員各
位にはさぞかしくやしい思いをしたのではないかと思わ
れるほど充実した内容であった。このように極めて多岐
に渡るバリエーション豊富で充実した発表内容ではあっ
たが、ベテランの先生の発表が多いのが唯一少々気にか
かるところであり、もっと多くの先生方の新しい発表が
誌上をにぎあわせることが熱望される。木村孟淳先生の
お話にもあったように、薬局の漢方治療や鍼灸治療など
の西洋医学からの代替医療が近年重要視されてきている
ことから、我々の代替医療の重要性・有用性についてよ
り一層世間一般に啓蒙普及してゆくことが不可欠である
と考えられる。漢方や鍼灸の古典に詳しい先生は古典に
ついての研究を、養生について詳述されたい先生は養生
を、現代医薬学的アプローチの得意な先生はさらに新し
い知見を、臨床を得意とされる先生は臨床をというよう
に会員各位の先生方がそれぞれの得意分野で発表される
ようになれば、世間からの信頼の厚い機関としてより充
実した日本漢方交流会の明日が約束されるであろう。　
特にここ数年では理論ばかりでなく、EBM（Evidence　
Based　Medicine：実証医学）という観点が極めて重要
視されることから、１例発表でもよいから古典に精通し
ていない先生でも発表してみることをお勧めしたい。



大杉製薬株式会社
本社営業本部：
大阪市阿倍野区天王寺町南1-1-2
　　　　　　TEL（06）6693-3301

自然の生薬には
　　　　人智を超えた力がある…
自然の生薬には
　　　　人智を超えた力がある…

偉大な自然の中で生まれてきた漢方薬（生薬）。
そこには、私たちの智恵を超えた力があります。

人体にもっとも適した自然の恵み…。
オースギ漢方はそんな「自然のやさしさ」をお届けします。

取り扱い品目
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第 40 回日本漢方交流会を終えて
　「光陰矢のごとし」というが日本漢方交流会は記念すべき第 40 回を無事に終えることができま
した。ご協力戴きました全国の会員諸先生と大会運営に携わって頂いた当会の諸先生のご協力に
深く感謝申し上げます。
　さっそく玉函 25号の巻頭言で、木村孟淳会長が述べておられるように、漢方に係わって来た人
達にとっては社会状況の変化に目が話せない。厚労省の構築してきた医療体制が危機に面した現在、
医学・薬学の大学の漢方教育はまだ不十分であり、本会活動を通じて研鑽し実力を高めていって頂きたい。諸先輩の積
み上げてきた実績を熟読して会員諸先生の一層の努力を祈ります。「一寸の光陰軽ろんずべからず」を祈念しております。

特別講座：第 5回・初学者のための漢方運用講座 in 関西
日　　時： 平成 20年 2月 24日（日）10：30 ～ 17：00
テ ー マ： いろいろな便秘の店頭応用
内　　容： 10：30 ～ 11：50 漢方基礎理論 太田順康　
 13：00 ～ 15：00 便秘に対する漢方処方の店頭応用 太田順康　
　　　 15：20 ～ 16：30 生薬観察と解説 板東麻衣子
　　　　　 　＊取得単位：3単位（日本薬剤師研修センター認定）
場　　所： チサンホテル新大阪  
参 加 費： 一般　４０００円　　日本漢方交流会 会員　２０００円      学生　１０００円　　
 ＊お弁当１５００円　＊懇親会費３０００円
申込み先： 郵便振替　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　口座加入者名：日本漢方交流会　企画部　　　　　　　　
　　　　　口座番号　：00160 － 6 － 314431
問合わせ先：日本漢方交流会　企画部・関西
菊一瓔子　TEL・FAX：０８２－２６２－１７８８

受付の様子

日本漢方交流会会長　
                      木村　孟淳

特別講演
　「現代養生考」松田邦夫先生

大会事務局の
戸塚先生による乾杯　 会員同士の交流①  会員同士の交流②

大会委員長　落合富雄

申込み締切り：
　　2月 1日「金」　＜当日参加も可能＞

懇
親
会
場
に
て
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第９回漢方薬剤師育成研修会の報告
　第９回漢方薬剤師育成研修会を次の通り開催しました。
今回は東京の共立薬科大学で開催しましたので、関東地区からの参加者が多かったのですが、中部地区や関西地区か
らも御参加いただき、又、第 8回研修会に続いて、四国と九州から連続で御参加いただいた方もありました。
午前中の製剤実習は５班に別れ、茵 五苓散と補中益気湯を作成、時間の関係で、早く終了した班に代表して屠蘇散
も作ってもらいました。午後は漢方薬局開局マニュアルと経営ノウハウの話を鉄村先生に又、製剤管理コンピュータ
の話をウチダ和漢薬の田中純氏にしていただきました。ほとんどの参加者が最後まで残って熱心に聴講していました。
アンケート用紙も今回は最初から回収のお願いをしたので、高い回収率となりました。

【日時】　平成１９年１１月２３日（金・祝）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　１０：３０～１７：００
【会場】　共立薬科大学　２号館 １階　１５４室
　　　　〒105-8512　東京都港区芝公園 1-5-30　電話 03-3434-6241
【 プログラム 】
ＡＭ１０：３０～１３：００　薬局製剤実習
　　　　　　　　　　　　　　　講師：佐々木 良忠 先生
　　１３：００～１４：００　昼食
ＰＭ　２：００～　５：００　漢方薬局開局マニュアル　
　　　　　　　　　　　　　　漢方薬局経営ノウハウ　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　講師：鉄村　努　先生
参加者は２９名で内訳は（会員８名、会員外２１名）です。

アンケート用紙を配布し、27 枚回収しました。
アンケート結果は次の通りです

① この研修会を何でお知りになりましたか？
 １．交流会１１名　 ２．研究会 4名　３．薬剤師会 6 名
　 ４．その他 5 名　　　　　 ( ＨＰ4、知人１)
② 年齢をお教え下さい。
 １．20 代 4 名　    ２． 30 代 7名 ３． 40 代 6 名
 ４．50 代 7名　 ５． 60 代 3 名
③ 実習は面白かったですか？
 １．面白かった 23 名　２．ふつう1名　
 ３．面白くない 0 名

④ 実習は役に立ちそうですか？
 １．役に立ちそう22 名 ２．ふつう5 名　　
 ３．役に立ちそうもない 0 名
⑤ 開局マニュアルは理解できましたか？
 １．理解できた18 名 ２．ふつう4名　　
 ３．理解できなかった 0 名
⑥ 経営ノウハウは役に立ちそうですか？
 １．役に立ちそう17名 ２．ふつう3 名　　
 ３．役に立ちそうもない 0 名
⑦ この研修会の参加費はどうでしたか？
 １．高い 4名  ２．ふつう9 名　
 ３．良心的13 名　  ４．安い1名

漢方薬剤師育成研修会実習
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●日本漢方交流会ホームページを立ち上げております。
活動予定などを掲載できますので広報委員までお知ら
せ下さい。パスワードはkaiinでお入りください。　　
　　　　　　　　　　　　　　平成 19年 7月編集

▲▲

広報担当からのお知らせ

平成 19 年 12 月編集

役 員 会 務 分 掌 表

→
 

会　　長　　木村　孟淳

理 事 長　　真鍋　立夫

副理事長　　太田　順康
副理事長　　中川　智代

会計理事　　伊藤　晴夫

↓

↓

↓

↓

事務局長　　真鍋　立夫

事 務 員　　杉原　和正

事務局

学術部

企画部

組織部

総務部

広報部

財務部

資質向上委員会

事務局

部　長：庄子　　昇　　　　副部長　須藤　朝代：高橋宏和
部　員：伊藤　晴夫：菊一　瓔子：村上　清尚：牧野　利明

部　長：中川　智代　　　　副部長　村上　清尚：菊一　瓔子
部　員：小林　佐都子：深本　明子：太田　順康：落合　富雄

部　長：金子　吉一　　　　副部長　村木　重伸：斎藤　正勝
部　員：高橋　宏和：加藤　聡：戸塚　英康　

部　長：石原　タツ　　　　副部長　加藤　　聡：木村　勝彦
部　員：深本　明子：小林　佐都子

部　長：吉本　　悟　　　　副部長　牧野　利明：斎藤　正勝

部　長：伊藤　晴夫　　　　副部長　戸塚　英康：木村　勝彦

委員長：太田　順康　　　　副委員長　落合　富雄

事務局長：真鍋　立夫　　　事務員　杉原　和正

⑧ 全体としてはどうでしたか？
 １．良かった 24 名　　　　　２．ふつう1名　　　　　３．良くなかった 0 名
⑨ 次回このような研修会があれば、参加したいですか？
 １．参加したい25 名　　　　２．わからない2 名　　　３．参加したくない 0 名
⑩ 参加するとすればどの様な内容が良いですか？（複数回答有）
 １．実習 22 名　　　　　　　２．経営ノウハウ9 名　　３．別の内容 3 名
 （処方症例など）（問診 [ 証 ] からどうやって薬剤を選ぶかなど）
⑪実習の内容はどんなものを希望されますか？（複数回答有）
 １．散剤 5 名　　　２．湯剤 7名　　　３．丸剤 21名　　　４．その他 5 名　（軟膏 2 名、外用剤 2 名、黒焼 1名）

※　感想やアドバイスがあればお教え下さい。
○  両講師の先生の講話は大変整理され理解できました。
○  漢方認定薬剤師を取得して初めての勉強会参加ですが、
 大変参考になりました。
 又機会がありましたら参加させていただきたいと思います。
○  とても勉強になりました。そして、漢方にもっと理解でき
　 る人が増えて欲しい。
 世の中に良いものをひろめたいという先生方の熱意が伝
　 わってきて、とてもありがたいことだと思いました。
○ とても楽しく、とても役に立ちました。またこういった研
　 修会があれば、ぜひ参加したいです。
○  参考になりました。ありがとうございました。
○  初めて漢方の勉強会に参加させて頂きましたが、実習も
　 経営ノウハウも、とても勉強になりました。ありがとうご
　 ざいました。
○  実習に参加出来て本当によかったです。最初は何から始
　 めていいかわからなかったけれど、先生方のご指導で楽
　 しく参加出来ました。経営の講義も初耳なことがたくさ
　 んあり、ためになりました。
○  経営ノウハウが、とても具体的でわかりやすかった。
○  こんなに実践的な研修会は始めて、とてもおもしろかった。

以上。第 9回漢方薬剤師育成研修会の報告を致します。　
　　　　　  
                                           組 織 部　金  子   吉  一


